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I tyフラノ式,}円はJII

Tl dyブタソ式と･脱公式
皿 F'yプラソ式の嘘用阻非

甘 Jl 安 藤 相 次

衣

∬ 戎1.3連破弼

V ギ抑肺腺と如小j鵬

l ダンプラン式の再鮒

r)ll川bmJJLT)打算公式(上J873年的,I)_lr. EIdmhnuIV)研究に罷ほろもので,それは竜泉益轟

丑の計算公式として知らLIてわる

L=C･trZ

たる箕鈷 上り銭亀_.迂ての号乾の脇 に日用そらる,-Jものとして を真言Jlたもの.=･ある.

その巻本既丑は-ウサー公式に放て遥べたる

如 く洞斗孔が 暢薮を項類とlて 90'●こ開いた

時 を 怒 申 丑 乾 ･-)軌 とJJ職 事蔓と巧-そ

れ よ り 角 ま つ 小 た る 韓に.hy没.大なる時 は退

助故とするのである･阿 1 に 放 て L IB な

る熊鵬 は蛙′J壕筑捜 Trlと お 斗 半 襟 ′ は

萌し-くして恐申曹鼓,IJlD た る 鼓 貞 牛 後 E i

はか nrF;-<1にして拙 文は過抑 砧を表
示する と考-ち.而して481特攻髄の各因子を

JJl.IrI,r,R とL崩失 く過 般 )唖机のそれを
L,I一′,rJ,Rl,とする･
照る とき Ii食何畢約に F.''2=Trll+,l}

糾棚,.-嵩 ･rl-叫 故 ヒ式は
碑 1El=こTr一三+J{-fr:-I-Trl'('J=十

1)∴ El=町)lW l ････f

lJ冊後 28同の箕鼓に上りDAtubmlは敬重半在 EIlこ対し攻の溌 段 位を輿

へねEl=1r+0.41Tr)-- ･･･(

2)il)と (21を噂Lと
きき TrrlW l-TT'+0･ilTrt

T｢=l丙 10Al ･･･････- ･･--････-･.････････(3)
.～ TT

'



畑 火 類 A t tE井〇聴許LL*
血に lr-雌 盤 (姓注;戦Qtの土中毛並亀 F'は･一r暮1r.J=して ･ はB虫 (iA抜)早良のお
斗牛区政i蛾 連生)*熊の名具と特たるに対し.規 土とその色とL.鯛 鼓のJL小坂枕&
lrt'RめるJ=は斉斗牛任 r.t知れば足るので-ある.王達1=㈹ 鼓の叔小丘洗鞍上蟻 暮上

わ若 し#･Lや匠 T-が九-らちればii盤(遠望)顎etのJt小技坑Bが凍抄られる･

If暮 q

iS集ま故 klに放て772さ ltJlの伸筋に ZJlkgの畔爺を公LgL積したるに再斗/維 ･1-75
Mtt持ブ･とする.たる1+ri q-rlltrl=75.100=7･-1

lr -__

市 三1が+1~041
1l'ilCOxll.75㌢十11011=別

Il'=81eDl

丑兼t I.I.･Fをその土LとL Il'LBlem の旬節に配すれば糾 せ故が柑られる

旦賢才8t 汚さ1JneJlち TT'.=ltuの卑称 こ市内の如 く傭 L-kFと生 しit残したるにお

'ト乍摩 r-=1.5ult持たとする.然る埠は

'l=125n00=1_25

;.I:,-7-両 -oJl

lrこlru3Jf+ト 0山王119

Tr=W rE)

甜 tJ丘鼓安納 のその士lと丸り Tr三1.1EIm の郡 に漉すJこぼ脚 竜也が件られる.
これ等のLqJ⊂於て,若し tr,=lLL)で Llk にてiu斗中庄 r=ユtzLたる ZIJGたれtratIyt
破Zr..るは勿yt-ある.7.'JDAnIJru11公式譲与の初めに於ける (引 式

L'l=11一+oilllTl

の正しを事は叫 1にてIC亜細 亜敬破の溢垂牛津E.は失 tEl訂1.'Bu及 El=1.601JIあり

IC上式とよく一章する.

CIB125=aI+100xO.llL

=125111

ElE】(IO=uD十100+0･l】

=1.60Hl

以上It盤雛 を一定とし救小姓扶蛾を生誕して競準我故と)RtTる朴井式たるが,共に鹿小牧

抗 lr を一色に保ち軸 Z'ttY!して聯 繁鼓を終る冬めの汁井公式を訪年する
t lにめて.*められしな中軸 の田子 L,lr,,.【=ltつ.R,上人始めの桝 菅鼓の田子1,I.(rJ
r,R の二号鼓

L=011rl LlニC,lr1-

に放て若し甘左方向にIIするものri凡て同一,方北及大きにLlするもの経 て頼GLAl】に鶏舎す
るたらtr

el-C= 之たr),上式は
L. lLlI
LITFl'



rGJi:弐 JL31校 と愚才d事 畑7

上血る.而して D̂ )nhrml公式に日脚 鼓朝にも赤壕ZBとig強 ､姐我)甘鴫Tnd:も成立す

る故上式に (3)式たる

芸 -序 言i-0111

tIt人ナろ.ePち J.そそのBとLll●きま吏する

こIr'J11-Oill'
t･=rrL1-OIJP･Lェ

Jtに L ri軋 .沖 稚 tl,L･EiS差 違鼓 D裳兼t･-打 こして rlにii泣【温故'
苛政のキ午年任.lrlはその食中放た亀-I-ある.上式,二法 D*小技洗& )r.tそT)士tとする

坤の与TB旅 tI.が水r'丁=,たるの=-ある.

11 タンフラン公式 とrli公式

ltZ仝Jt

l.=eTTT

l=yノ1ケンのtLiJ:

lr=rrlT'⊥1-0▲il)11°1
t･代人でも itJ-～J'.tT'-で Ir,lエ表装 退去賛鼓の叔小陀枕ti.r.はその粕3ト半ft.tr
はe叩 etetのJt小姓故紙である･

L Cr/訂手工-0.41).ll,.･ '

石L,'lFilrl,''=1たるlSは上式は
L=C1lr-I

71る ･J2公式と11る.

J>
/川)-(/正字王10叫 l

とおけば
L=/LI')c lr3

ハ･)サー公式 Cは /rI')･='A■'E-あり,Cは掛 こ9及 eの井手石抜放及姓瀬純水に分けてある.
8Pち

L= f(～)9･√･1rl

祇lこ.yノブケン公式が-ウザ-公式上J7更に一般的であるとして, これと挟用ナJLlf共の如
くTlる.

L=(/荊 10J叩 qe･C･Tr一
成Ji L=I(～)9E･C lrl
劫に rは 比柵 虫で管板の絹 嫌件に依り鼎たるものである.佃,分別AJkgに什ては
エ頚骨恥 ⊂付てI土事少の恋見あるも別功に記載することにする

･J2に′/17/式は女の如く表示し終る

L=[(")C TT'1 位L rln)=吋両 -041y-
11-及 Il●lたるニ℡銭に付そのLtをとる
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L PL10･lP
T,,I/.("J ･C暮IrF.土

光的blJiC-Clなる如く二負乾碓 件を蓬プ,且つ 1l●=lr-とした船 を瀬へる.由比に

/(･鳩 掛土- .r･･仙り 責Jt{･は ･-宗 :-あ｡とする.両1て "'たる別 攻城 の丑I
較ttZItgtとL一弓淡 くLL政 戦鼓の脊斗苧環を r'とする75rtt式は.

A(日 .';J･-o･llj
tlI

こLL{_書熊へ

Lt-(1/訂 ･1-041)lL ･･･1,

('})式Ih細 L,故小技蝕 Trlたる璽鼓に鼓て.キ斗稚 rFたろii浪f且丑)号銭t

I3′ころ特は Irlたる姓雌 r=打ての古事樹 Llと求め搾られる.

r2｣式上l目上又 (.,TT茨 'たる困1-i･有する桝 賛鼓の】良書上り′ t任妹 へて ●=′rrrl

と特.桁してや野 地 )牡鼓の紐 i:求妙られる
之LLが缶qL畑 と督竣'池袋 軸 のn魚才である.=夫●ニ

L I(tトC･TLl
L.. ll(J;tJIClJIT

l=放て C'C'伎件･,('=L･,たる吟 Tr又は Il■Zを如 して桝 甘at又はが掛 過公)戦銭LL
iLを.Rt.ろと

,ド-_,ibd_廼妄玩 '
‖')-州-(I/(.rr)'･T;-04L)I

ll▲故紙枚の'JJのqettt5申せ鼓とL,jj;姓 (改姓)奄畦のNJr維 i･r'と十八lr

J.'川 (粁 oJl･ ･.=

こJLt榊 へ

･..=.rVF)'T1-0･.- ･u,

('lJJ亡上lJll'-E'んpJ1?公卿 こてiu4年笹 r'なるji生(吐出)坂破女l'Jたる吋轍 はそ
のiLとナる付のはJP牡能の lrを頼めることが出頼 る.

(ll)式上l)JilI'.で (･コL･-の盤蕪にて桝 菅鼓たる時沖斗牛桂 '■i･任*典-らJLちと頒枕

扱 Ilrなる釦盤(地盤 g稲が柑r,れる

Hl タン1ラン式の連用限界

(1) 相 互 Il鎌

k H )̂,(LJJR(11に於て軸 と火々 Ll<L<LZにとり放小坂放牧t尖. L=Clll｡式

l=Jrする如くとれば.A:L∫.及 lFを横弔戦乾とすれJf他の1J,及 Il-.及Ll及 ll'一屯鼓も仰
せ畝とたる
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A - T8 --γ - `｢

a電 盲｢盲. "

it首5'号#; , !ヂW,
Pr/ ,

U/rf T
V

IL2 (C)(A)伝市史養 (ち) 串を蕪 (C)為梯
t

国℡その時の煙廿を 0,0-及 0,,罷斗半在を T.rl及 T-J破壊牛臣を

夫々R,RJ及 ち とする.且つ顎塵は竣款であ)),各専政孔の佳件を同一にとりて比例恒救

Cが常等しくなる如 くすれば,怯硬に依り貴市内紛 こ言,6硬せらるi長大密カは爆破方向 (均等

質岩石に放ては敢小坂坑と一女する)と46q+αなる一定値なる故各漏斗孔は相似形を盈L次の日舞係式が成立する.

L IT r RLl lVl rI RI

L TTT I･ R

- =- I- =-L〝 1サゴ r･J a.,

ち _iii_i _PIi I

I′lrゴ ガ_･L Tva i Tr
n L-TV一･l石=両 f.=育子 iI.=lTT? --･-I - ･ - - - I(1)経
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ェ｣/(TiT)
+1-0.41 位L LIL-

Il'1 1

...･1/fW 1-0･41 但し L=TJ･･

Hpr7 1

日日 -- - - -･(3)

Fy_lでは櫓雅を大小の竣牧苛立を取 ･たる王事 孔恐竜のBl等移乗宝に衣りてJi提 玉田を考-
定言･l長蛇の中心詣控と見れば よい.
臥-=注意すべきはずF{汁JEの甚確とたる CT=3ltTrle't(クシーター銑広)Q)R宰性は tl)ク
レーターなる海:1･孔は珪前方向 と 寸言xa T=ろ一度虻を取 b相似形をたすことで,その様件 と
してIL1J比較せらるべき各懲也の晴虚要素たる倦猛.岩石.込身の舶 郎 d一環叉自由田の形
歌'A払 rl由面に封する辞孔方向.軽症方向に同一跡 三号孔鼠 項竜の形状及*言を企むる孔
荏.臥 叉宅宅の自由掛 こ封する位邑 自由苛の疾さは相似則[=嬉合することてもる.即ち

(1)たく1て 三CT･ltけ l･､_LIの丘妥睦 9番 12)q要件を完泊せずには Hzlt)可r,DAmbnlb,D.lYr

等の-一点式上り鵠-gせらjけ･?.r井式 も蛋宅にはま立L樽か ､のである.それ故 IhJJlt珊‖公式

の姐用に乱て.I.上思 (i).(21及 こ3 の諸式は愚て張蒙に成立するかに見ゆるが,共の膏は申

替鮎と他の発生逢せ読鴇を恥 こする痕準雪最細に,また茄会釈 は他の弗貴兄抵抗鴇を崩にし

秋沢同.-なるig芸竜也即に,I朋か二通安墜鼓は逸放 珪脚に正確にJ也 するに止まり,ほ申守

敵とi';裳(退装)苛敵朋ではその持戒要素を矧 こする故 L三C･lr3第銭の公式と弗に近似的に

正しい純度に退官ないのである.付はまた D=ItJlhnlJl公式の崩滋't迫牡苛故旧に成立したいこ

とは閉ふまてもない･而して自然砦は不動 は る故伺-蝕泉状況を見ること悶敬にして.その

翁かこ礼W.的故殺の施行にはSくの億をとその作芸は平均菜頓 引 ,1損 として行はるべきもので

ある.

t引 算築量を一定に保ち最小牡抗線の靴 する場合

円3I~放て選集量 LIi=没収孔共同｢ 而して食中抵放牧Trたる (AL)団の時 を脚 切紙
とすればr=Ir.乙CLB=J5-,や王者牛笹R とたる.

tAl '
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(C)冊性 Irlく11r'にして rl>TT一従 て ,むIrZ-n>1 で池波守帆 -而して湖JI･孔のLR齢 JJは

妹沖の 下方に在 りと見られ R&はその敬 重 半径 で あ る.

CtTItOTil･.,tの終糸弱妊久は過 物 故 を稗た る等 合 に こ れ を 禎 申 せ 紛 こ 姥 換 するには,攻 武

芸 -1/託 戸 - o ･心 ･

の示す如 (")幽及(U欄 に放てH.･及 未 を知 る こ と で あ る ･ 而 し て 一 一 '. A - r ･･ 雌 坊の
際蛸 に上り庇知放散巧J胡事故後の緋 卜孔 主 り r l 又 は r _･ を iF rl 定 に 上 _M G 凄 . こ 舟 士 珊 溝 の 方

法にて凍め,上式i二上りJ併 して戟小蟹境 恥 ; 1r ･= 等 し く 吋 し ぼ よ い と 云 ふ こ と に な る ･ 但

しこれは生罷Aii-_は袋化を輿-n場合の こ と で あ る . そ れ 故 鵬 雪 鼓 の 特 典 封 鎖 文 は 過 銭

苛鉱を梯た槍告,電顎をそのはにとるなれば , 田 所 に 態 て ( ) l 久 は O L 鮎 を 見 I I t L 煉 鯨 と̀ す る

ことにITTLる.こrlOl久はO,穀を鴨等果上 ･? 見 出 す に は 二 つ の 方 班 が あ る .

川 和斗孔なる脚;貸地の床面の直荘叉は爆結 方 向たる中軸 よりのib;斗lP･控を捌虫して求め

る.
('-)Iまた磐石内拓に譲受せらる＼蚊大円電力は娃敢方向 と ･)5-+cL阿 しこa :.紫故により
一定他故臼由田よりの狂だそ内h又技監鹿粒の掲出 と娃留孔 口とは凡を ･丑するそれを
飼 りJJ鮎を知れは',P捗が作団上叉は討井 に上砂求められる.
11上に上b罰袋で退裟)禿ず畝T)河斗牛匡'が知 られる故 5'ン7'ラ-/公式

昔 -I/-(育 +1-O･11-17FT1-0:I1

に於て n瑞 ･及 Tr,が旺知叔となる故按単離 のAi,1､故杭輪 "'が拘られる･
迫媒兼一つ(C)団にfjてらIhJ伐にしてLに類骨するTJlrZを求め TT'が1tlL'))しろ.

(3) 最小攻扶強を一定とし隻素量を隻更 Lで露準牽碇を終る法

IA)

tJTr.蚊葬 (ら)i‡長女 C r--- ,i J,a▲I

I1rIl ′●■一L5t+ヰ 乾′∫∫′′'C)02

ia 1弱拡又は過仇 敵に於ける洞斗牛箆が鰭 の轟裏前途の 如 くして求め柑られるならば I
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より容易に求められ る,iとに

L:求むる切革装粟生 I
Ll:紬 に用ひ し雛

･･‥洞斗経 て ･･=il7.

r:男生(池波 )の漏斗年杏 で潮 境の解 求められしもの

TT':鮮投の 際取りし叔′J噛坑執こて既知救

国4に何て詮明を耽みるならばい)は弼 !弘 田)は弱糞敏弘 (CH地 祇とすれば

TTlは昔等しく一Llくエ<L.I,rl<r<r王敬ってrI,'TT<rITr<rJIFとたる･CrnterteきIに於て

(B)又は (C)圏の如き弱虫叉は過渡愛敬を得た時rl又は0.Cを制定し或は rlL又は0;C を
脱皮し上記 ダンプラン公式よりLlを増し又柱も を奴少して13坪嫡 量L を求められるの
である.

IY 試 監 蜜 破 例

以If連ぶる富抜毛納ま昭和 16年10月29Fより翌月208迄23日脚に互少建 箕々簸し九時の

記幾の一執 こして場所は藤娘純 音新見井上工桑士及浦田抜手の協同茸除である･改行途上

の租稿故何れ肪娃後再縁肘を加-明解を期する東方である.

例 1 蕉準費攻 昭和16年n月6円

抜殻個所 唾並坑口より約20山

使用娃亮 山柄t32nlm X20cm

x500g)

鼓舞生 むOg=1本

榔 (充妨).,ユ7.古 山 1
計井奨笹 3in川1

堺物 F 砂交9耕土

穿孔角度 30.(自由面と80つ
孔淀 ¢⊥ 州

自由面欺 碍一日向市

孔庇より自dl市進
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これの叔/J､振放娘として蕪長中心上り自由面茎の旺7t Tr=70cJJlをとる･

また載小坂枕娘と 3Uとたす臓 穿孔を鵠ひ宅鼓の自由面と平行たる卯 t.の長小姓坑軌 こ換

井するのであるが,-瓜に魚小坂錠集とal瓦がたる穿孔の丑′J嚇 挨TT'及 1r-.それの孔琵
Li及 dl糞鞍点が .*及 pI:たる二号壊乱に付での老坑比鵬 に上り示さる ､初音岩石を戦

法 もI耳さ.M.)

器L;ご諾 .i.x票 禁

丑に ■=Ml=17.丘+3.4tm=5ユ▼5

17 54'とiJtq Sd,Sinb+d一
雨 ~Sanh.+dX 58.=sinb

d'=9Dt,th川三1とすれば上式は

芸-孟 x警慧 -慧 x莞崇 か
lr J 5+廿αSef30l

ll'l dl 6

d=dlなれば

旦 一立地 型 一聖二 TT-ix7-1rr1 6

即ち平行孔の兄小抵抗牧 1rEBleR[

而して載′J､横坑扱職 長の延長に1り吟大するを符,その長も有利なろ取成l雌 兼 .･･を
孔怪 d の ''=8Lか-12dとせらるi払 今 mtudの我砿朴ZEのTlt肢位管飯の 'JOg=1本

(32LnHJX20糾1)を 500gの 2本を裳華することにする

を -器 より 豊 --5 3･ ‖一･-103-
また 30o傾斜の心牧子いこ付て比

告 -欝 よ ｡ 器 →欝 .V-- …

財 引こ 80- Lの心可 三≡…言::',言 ≡ 器 :::tl

平行孔の恥 1三≡…言:≡:i:≡To::loo川

脚 的には Illは 70(･[11.80tim,90cm.1001ltとなってある.

斯 くLIC)托めたる L-500g,Tr=S8C"(心故),ll--100tJl(沸ひ),LL=312Z"",7"=]2d=40

C'".孔床と151l'=lj'0'ILとして典-られたる加有に昔狭めて坑姓泊池の柵 的就投に移し宮

に款況と見て弧 に姓せ作美に仕上げるのである

我rC注濃すべきは作森現場でれ 設鮮叉蛙爆破個厨等津々の勧限ありて軸 的な臥稔性甚だ

四連 たことで.それが耳めに載破Bl子の彼此迫首考盤81酌 して荘細 むことに心忠 くる必要が

ある.

牡 6のタレ-クー城 内匝進の下盤に尽けたものにて,孔iZ!,生兼1年P市に附記 しある適

いこしてクL'-クー頂瀬は孔尻と-鼓 し珪藻は集更の中心に.また Daz71bn･･.の身中戦蔽とし



27i ･ 火 不 臨 書恕 節 3管 外･1換

ての要件たる 90;の旗丑は孔庄近 くに存する.即ち

.r-r･ "-&=1
と看ること73:出寒る.

I)=69clu m=18cl
nT.
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2与O

L-.U.62,Tト 0.ll);=芸 -56Se

即ち565gの棚 二㌢単する音傍 である･

lJL.nlbrl川公式上-I淡めLj併 収小姓蜘 頭注 をilて近接個所を遭ぴあtBLたるに各二

回づ lの拡典はよく!.､Lr･箕銘に遮音ものを持たIDである･こJ:.の柑ねた珊史観及びB荘あるも
塾缶を畢lこ .ゝこ省痔する.

鋼 3 裏隻豪緩

解 L雪l銭,)温良弟は捌きの如く堵転立石らるi岩泉-}郎 斗孔の抗卦が孔鍾近く荘降下した等

/u･て.滋碍丑の剖1㌢に拝石量は多く終られ
チ.･i'i茄の発散其の他エネr･ギーの祖先大

lJEる雛 と詞ふのである.
倒SIよその-一粥で退滋敬舷の最小法家怨

を築堤O中盤をとりTr1=36仙 こし,き

た洞JけLのmB は自由軒より60日I1.両斗
牛托 T=;7ScJllたる故

n)盛典量モモの虻とする頒串費鼓の据

珊 IrJ王女つ如 くして求められる

..:エ ー三塁=1.39
.1rl胡

1l′

市=1ItlT85fT1-0･41
1r=56x1.30ここ7:h JJl 共I勺h'0.ccrAILITtLIL(10.ll.LO)鵠8

過食糸('1) また 1r.恵その睦とL軸 を減少して層準菅確を柑る巧めの推拝は女の如 くなる

,.I_L =18:1,39
11′1 56

L 1 I

L,l lIR.39)2十 1-0.叫 ヨ
L

1l,1~ (i.叩

TJ=200=91g22即ち,

敷金中心をtF鮒とする敬鮫に於ては 1r=56cm,L=91gにて班申我砥となる.但し穿孔月齢士同一の t･=27'宛童形款法菜量の城外 ○準

じ相似則に酋 合 せ しむろが合理的てある,¥ 岩石嫌 と表

中せ抗強攻能計輩に兼行する粥駿や駿に放て,怨め各醐 石別の捷嘆の脚 ,赦丑.翻 し角皮

.礼瓶 孔臥 資長等の噴飯国子を知ることが切る匪宜が卦,･･それて碓雑比示されてる岩石係瀬

の逆光をとりてそば.1時石別の最小硬水娘の比を食め或る一二津の岩

石に付脚 哉態の因子を求めこ7)目的に副はんとする'Br丑の
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川 /(～)取扱"-音 -1Zt碓 革装葦をとり
(2)姓兼肌政 ■は他の棚 に対 し'三1の齢 と叔 り

13)*JJ4 棚 lL--1Jnに叔りTr7-1..11とする

然る坤は上式riL三gとたり岩石純 職 に等し･くたる.gち各批 石 hultり様

jLはクールのZta:r_鍵Ltば,夷去抽iEの素手を示す.

Jt:のR弟は強欲tiにrt6E桝{-もろが,穿孔埜鼓の血棚 には不灰がFい 桝へば書議TE
月掛 こては9-2,8にてIri 1∩ r=とれrf茸状たiuf畑 たきも32hJn)孔任たJlば生井LZは

,イナ･r- にて ｡･15瑠 苫-1S7- とた｡,瓢 臥 我tか dtaに円■絹 十る･郎
n●亡きOrn とITれば

L=2-6xO3三326g

3Llhl･J/イナ7 1 ト250F1't=1Sa)とすると326+250=13*と>_ち.13半でl姐

御 千九枚 2本とL lrそや大せんとすれば実r=計井して

与【柑g=2.6TTl

･r･瑞 -r-帽 補 元 - 52jnt,

中もifくにして Lヨ3'N)ドTr=523孔霞32m皿 を得た.biく搾りt入Ltるにf･Jkとカナる

且つ伺｢倉石と姓井上でも,自由面のJiに上DIJnI℡の凍石

jtd⊂rしくAたる.iた■の如 く IrJIT'の丘を地 道救っ
たか香れ 例へJf竹内の青虫花粉 で-32m 孔琵モ TT.tI●

ir(18でも 2でも25でも先金雌 が起る号令に超絶を
5ユjメ15=79cJl1

52JSx2=1.鴨m

525×'3JS=131Jll
のtIT,*彼のものと独 りLや香や.また単一自由面の沓合でも
卯LJr収 にtLn 凍石土t･炎rcするが之17_も昔恕串懇敬と叫け
たものか' 又強欲方丁占lヤ加ltの火さ及形状に班つICも彰Ib

る軸 Jtのm念が起るのである それで戦鼓計壬に直ちに役JE 工
立つ牡金的のJkiT･む舛ふるものとして炎の蛮承方が勝ってわると.牡はれる

水耕&卯に辻べし陳仲の二苛政に付比例恒車を入れ

L=g CIVl, L.-9.･C1W.3

此ICO及 OIは.牡 と疎石tmTの此恥 屯で葡政体件を適者に上れば C=O.となる.上
武は

L=91Tr', Ll=glTF一一

i

g=示 , gl-烏
1 1P 1 lFl>

9-LJ gl Ll

叔後の式は倉石焦土のi嫌 で.1kg官りの凍石土を兵ふる.而して甘銭は同一の妓作に1り

-tIな方式に上b4'行されたものと載生すLLff7:の連載は1rK比内するJt'声t'典-ら.
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それ乱 榊 Lか-岩石に付領事甘鼓を掛けて哉鼓良子を典ふLtJf他の射石はft井に上りてそ

の*小社扶牧及び各五千が持られる 例へぼ柵 に放て連ぺし牧砂岩が,耕 921･MnダイナIV

イ ト 500gに-(平行孔の弟ひの7k棚 にて殺小鼓坑竣 TF=)･00zILt柑たとするとテールの
蓑は女の如 くして衣はざれ 舟昏札任及角重罰の群棲乗の兼土とTrが計井J:b求められる･

∫ld gkm'

Lt+ 石BI丑 小妊 光B表
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上衣 中春t と3tJ.L輔

I ii従柾4}拙Nl 8 石女i'.I,llA射.7A廿射,米桝 .Jiul射

3 和上If*札恥山iLl.井牡妙.阿牡札 束色火喰分 9 1JJITl,石女石,llgAJt.諾暮J*,耕 せ

9 脚Ji日出'.i,托A■T.7A町ir.t 10 1k石衣札 故抄Jt

4 せ並n*4't.'&穴i',i.掛れ 4g剛■.L 11秒JIAl.I

b raT上花LiJAll.閃拙札 札放射 le 粕J･JI茄,ttEK石次射

O d!石沃ガ.I.砂41.L 19 石戯

7 叶好■*,附 J=8l.苛租砂i.I.抑Etg

柏 棚 に注想すべきは 日 .･7-品 一式rLてい1順 畠の搬 方向への舶 帰 伏,Sは
その用達にて孔任と d とし且つ恐鉄板件と司配する珠兼 OLZを各戦破井同一とすると

J=¶dxd, S=2(''d+LZ)

･V-蕊 -毒 牙 又 -V･-ち志 idl

故

_Tr_旦
ITrt Jl
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eL)ち.故小姓枕絵は仰臥砂tたす 2号鼓に付てri孔筏rC此舛ナる.(2)兼土と兼包JL位にJI

耳L Irに兵tbを生 じた特技孔虻は 長 lTX(孔i))も土吏すると瓜Aqとする.T3).出生孔の
巾dEt王に,上る今金も書鼓田子のJtEを事Tる･

木浦はEl棚 ●の劫 に終 り研究を止か" i)る中柿平骨にして.今

田の妻a●のJC上牧衣するBめ栂 き,書中の概 に牡加のJS有るは免れざ

るt韮みて嫌謝する女好である

昭和 10年 12月 68


